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男　　19．182人

女　　19．941人

計39．123人（＋8？人）

　　

日

市
か
極
力
支
援
す
る

富
島
漁
協
問
題

八
月
二
十
噺
日
市
議
会
は
全
員

協
議
会
を
開
き
、
次
の
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

議
題
は
窟
島
漁
業
協
同
組
合
が

工
場
誘
致
に
つ
い
て
賛
成
の
立

場
に
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
県

漁
連
か
ら
除
名
す
る
と
お
ど
か

ざ
れ
た
り
、
白
発
的
脱
退
を
勧

告
さ
れ
た
り
し
て
不
当
な
圧
迫

を
う
け
て
い
る
問
題
に
関
し
た

事
で
あ
り
ま
す
。

三
尾
市
長
は

「
県
漁
連
と
並
等
漁
桑
組
合
の

　
間
の
紛
糾
は
円
満
に
お
さ
ま

　
る
串
を
朗
待
し
努
力
を
し
て

　
い
る
が
、
万
が
一
に
も
窮
島

　
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
下

　
流
で
名
古
屋
市
の
上
水
愛
用

　
水
に
も
と
ら
れ
て
い
て
、
汚

　
水
の
被
警
は
殆
ど
な
い
こ
と

　
を
見
て
き
た
。
当
市
に
出
来

　
る
工
場
の
場
合
は
最
新
の
近

　
代
的
な
設
備
と
な
る
よ
う
で

　
あ
る
か
ら
安
心
し
て
い
る
」

と
報
告
し
ま
し
た
。
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「
旙
致
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、
早
く
か
ら
東
洋
紡
績
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
る
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
る
瞥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
県
の
方
斜
も
定
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
た
瞥
で
あ
る
の
に
何
故
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
の
か
、
或
は
そ
の
後
会
枕

漁
協
が
除
名
さ
れ
る
と
い
う
一
ち
こ
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側
で
嫌
気
が
さ
し
た
の
で
は
あ

　
よ
う
な
場
合
に
は
、
市
と
し
…
次
に
視
察
報
告
が
あ
り
胃
木
訥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ま
い
か
、
と
市
民
の
間
に
心

購
罐
鞭
曝
耀
羅
沙
雌
州
鱗
灘
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
場
誘
致
は
県
是
で
あ
り
、
ま
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「
長
は
日
高
勝
義
に
決
定
、
服
罪
「
委
員
会
別
付
託
識
案
は
次
の
と
一

　
　
）

、
　
　
－

　
一
て

「
　
　
　
1
　
　
　
ひ

　
た
し
た
い
」
と
　
　
　
　
　
一
　
に
あ
る
。
犬
山
工
場
の
視
察

議
場
に
は
か
り
、
全
員
。
”
を
大
．
　
を
し
た
が
、
排
水
は
濃
尽
平

に
し
て
三
三
と
呼
び
、
市
の
方
・
野
の
か
ん
が
い
用
水
に
も
使

針
を
満
場
一
致
で
承
認
し
ま
し

た
。町醐

蜑
酔
鼕
ｲ
　
工
場
誘
致
問
題
に
つ
い
て

肪
獣
離
離
黙
一
編
　
　
　
　
　
　
市
長
三
尾
良
次
郎
｛

㎝
難
辮
細
島
臨
海
工
業
罷
工
工
場
を
癒
纏
膿
難
醗
難

正
な
態
度
で
あ
る
か
ど
う
か
甚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
分
に
　
々
、
随
分
綿
轡
な
検
討
を
加
え
【

だ
遺
漏
で
あ
る
。
市
長
、
畿
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
工
場
が
ス
フ
と
パ
ル
プ
の
一
一
て
い
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
｝

は
こ
れ
を
ど
う
思
う
か
、
と
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買
工
場
で
あ
り
、
パ
ル
プ
工
場
一
検
討
は
勿
論
県
吏
員
ば
か
り
で
【

・
言
。
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
と
い
う
角
も
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
漁
業
者
殊
に
お
隣
の
門
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
各
界
の
柵
威
者
、
各
大
学
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
肇
者
が
頭
初
か
ら
絶
対
　
の
専
門
放
授
な
ど
動
員
し
て
と

九
月
十
日
市
議
会
臨
時
会
が
開
運
営
協
虫
歯
を
設
置
し
ま
た
市

か
れ
、
自
治
法
改
正
に
よ
る
王
政
研
究
特
別
一
員
会
は
廃
止

任
委
質
会
を
四
委
員
会
と
す
る
し
、
工
場
誘
致
関
係
を
一
本
化

た
め
全
員
協
議
会
で
審
議
の
結
し
、
工
場
誘
致
対
策
特
別
委
員

穿
下
の
と
お
り
に
決
ま
り
ま
し
会
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
鍾
務
委
負
会
、
女
子
厚
生
　
　
工
場
誘
致
対
策
特
別
委
員
会
の

　
委
員
会
、
重
葬
委
員
壷
、
　
　
委
員
長
は
渡
辺
鶉
久
、
副
委
員

　
鷺
盈
委
員
会
。

右
の
姿
員
は
選
考
委
鼠
に
よ
つ
幽

て
案
を
作
り
、
全
員
協
議
会
に

婆
曝
の
、
お
り
に
決
定
聾
氏
名
無
難
雛
、
貯
・

議
会
運
営
委
艮
会
は
な
く
な
る
　
　
母
背
越
　
市
蔵
　
　
　
一
　
　
一

た
め
、
内
規
に
言
い
て
市
議
会
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木
　
政
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一
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三
雲
ー
　
爺
精
三
麟
二
。
。

穿
箸
、
日
曜
ゲ
♂
’
・

の
で
、
県
は
非
常
な
慎
重
な
態
一
案
内
し
た
こ
と
が
何
回
か
あ
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

度
を
と
り
先
づ
会
社
に
新
設
工
・
ま
す
。
ζ
う
し
た
検
討
中
で
あ
…

錺
離
鹸
篤
饗
罐
識
鵡
灘
紅
型
ゆ
鑛
遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

’

反
対
を
標
ぼ
う
し
て
居
り
ま
す
漢
地
調
査
に
は
日
向
市
か
ら
も
…

e壱

、
駕

’’

亮

計
画
の
工
場
が
漁
業
界
（
漁
業

以
外
の
産
業
も
含
ま
れ
て
い
ま

し
ょ
う
が
）
に
ど
ん
な
影
斡
が

　　＝　＿　嘩　一　一一　　一

落

成
し
た

　　

ﾗ
島
小
新
築
工
事

　
　
↓
細
島
小
学
板
新
築
第
一
期
工
事

　
　
　
は
、
広
る
一
月
四
日
起
工
し
て

　
　
一
以
来
、
鋭
意
工
事
を
す
～
め
て

　
　
一
い
ま
し
た
が
、
八
月
二
十
日
に

　
　
　
落
成
し
ま
し
た
。

　
、
璽
総
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建

，
’
　
一
二
百
五
十
坪
で
、
瞥
通
教
室
九

　
　
♂
室
、
特
別
教
宰
一
室
で
工
費
は

　
　
…
一
千
五
百
七
十
四
萬
二
千
円
、

　
　
一
一
木
組
の
施
行
で
あ
り
ま
づ
。

　
　
一
P
T
A
（
会
長
三
輪
賢
一
郎
市

鷹　　
嘱
一
議
）
で
は
、
当
日
市
長
、
市
議

　
　
心
長
、
教
委
長
、
学
校
長
な
ど
多

　
　
一
己
を
招
い
て
、
照
大
な
落
成
祝

　
　
一
円
会
を
催
し
ま
し
た
。
第
二
期

　
　
　
工
事
は
、
二
百
九
十
九
坪
七
八

　
　
｝

　
　
　
の
予
定
で
本
年
度
引
続
い
て
施

　
　
｝
行
さ
れ
る
こ
と
に
．
な
蝉
っ
て
お

　
　
｝
り
、
直
下
迎
債
関
係
の
決
走
を

隣
郵
黙
鵠
起
錫
な
の
で
萱
品
等
に
何
の
相

ま
し
よ
う
。

美
々
津
小
も

　
第
二
罷
工
富
実
施

黙
々
津
小
学
校
第
二
期
工
事
は

昨
年
度
に
引
続
き
、
百
六
十
坪

の
P
定
で
十
月
頃
に
は
満
工
す

一
か
ら
も
禾
だ
何
も
正
式
な
発
表

…
は
し
て
な
く
、
私
達
す
ら
一
向

τ
承
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
た

マ
東
京
大
阪
方
面
か
ら
、
日
経

一
新
聞
や
産
経
新
聞
に
洩
れ
て
掲

｝
載
さ
れ
た
記
事
を
世
間
℃
取
り

㎜
上
げ
て
議
論
し
て
い
る
の
に
過

嚢
鶴
駕
駝
難
酬

｝談
も
せ
ず
誘
致
し
よ
う
と
し
て

“
い
る
、
と
申
す
こ
と
に
な
り
、

「
ま
た
学
者
や
専
門
の
権
威
者
が

一
調
査
し
た
り
会
社
が
調
査
し
に

来
た
り
す
る
こ
と
も
漁
葉
者
に

…
不
安
の
念
を
与
え
、
吾
等
に
隠

れ
て
県
は
著
々
と
仕
事
を
進
め

て
い
る
と
申
す
こ
と
に
な
る
の

｝
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
私
共
は

｝

一
公
表
せ
ら
れ
る
こ
と
を
希
烈
し

て
来
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

運
営
協
議
会
の
会
長
は
字
田
津

忠
、
副
会
長
は
岡
部
猛
男
に
決

足
し
ま
し
た
。

本
会
議
を
開
い
て
、
三
尾
市
長

よ
り
議
案
四
六
号
か
ら
六
三
号

ま
で
の
提
案
理
由
説
明
が
あ
っ

て
、
四
七
号
議
案
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
全

員
協
議
に
か
け
、
他
の
議
案
は

そ
れ
ぞ
れ
常
任
委
員
会
に
付
託

し
ま
し
た
。
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「
．
日
知
屋
堀
一

一
　
　
　
　
｝

　
　
並
々
津
町
別
府

㎜
一
高
上
町

　
　
順
々
津
町
高

　
　
　一
　
塩
見
奥
野

ド
　
　
　
　

［
◎
白
知
屋
畑
浦

一
　
…
日
知
耀
江
良

　
　
　「
　
白
髭
崖
上
原
田

｝
　
富
高
西
川
内

　
　
年
々
津
町
新
田

○
日
知
屋
梶
木

　
　
細
島
溺
正

一

　
　
財
光
笥
宕
還

一　
　
窟
高
上
帰
一

　
　
一
細
島
古
ノ
川

一　
　
・
塩
見
永
田

δ
細
島
吉
ノ
三

一
　
　
一

．
　
臼
知
屋
江
良

　
　
　

　
　
濤
高
広
見

◎
諏
高
新
中
原

。［

ｰ
新
置
市

「
日
知
尾
江
良

隠
盛
原

寵
拶

　
　
。
一　
上
知
屋
曽
根

　
美
々
津
田
ノ
里

　
白
知
屋
亀
崎

○
富
田
中
町

　
　　
需
高
本
町

お
り
で
す
。

総
務
委
員
会
に
付
託
分

議
案
四
八
号
　
細
勘
税
関
支
署

　
長
宿
舎
敷
地
の
無
償
払
下
げ

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
ロ

議
案
四
九
号
　
市
有
財
産
土
地

　
処
分
に
つ
い
て
（
日
知
屋
櫛

　
の
山
山
林
五
四
日
目
、
窟
高

　
尾
ノ
鼻
畑
二
、
六
＝
ハ
坪
）

議
案
五
〇
号
寄
附
採
納
に
つ

　
い
で
（
二
三
畝
一
一
歩
）

議
案
五
一
号
同
右
（
財
光
寺

　
治
田
佐
太
郎
よ
り
畑
七
畝
）

議
案
五
四
号
　
日
向
市
議
会
走

　
例
会
条
例
の
制
足
に
つ
い
て

　
　
（
毎
年
四
回
と
す
る
）

議
案
五
六
号
　
日
向
市
課
設
置

　
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
（
市
民
課
を
設
け
厚
生
課
を

　
廃
止
す
る
）

卜議

ﾄ
六
〇
号
　
目
向
市
建
設
促

　
進
審
議
会
条
例
の
制
足
に
つ

㎝　
い
て

｝
議
案
六
一
号
　
日
向
市
の
消
防

　
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害

　
給
付
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て

議
案
六
二
号
　
昭
和
三
十
一
年

　
度
日
向
市
一
般
会
計
才
出
追

　
加
更
正
予
算
に
つ
い
て

文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託
分

議
案
五
二
号
　
土
地
買
収
に
つ

　
い
て
（
岩
脇
中
点
二
三
畝
一

　
四
歩
及
美
々
津
小
五
二
二
八

　
歩
運
動
場
用
地
）

議
案
五
三
号
土
地
交
換
に
っ

　
い
て
（
岩
脇
中
運
動
場
用

　
地
）

議
案
五
五
号
　
日
向
市
教
育
長

　
給
与
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て

議
案
五
九
号
　
日
向
市
図
書
舘

　
設
鍛
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
六
三
号
　
昭
和
三
十
一
年

　
度
上
水
道
事
業
特
別
会
計
才

　
入
才
量
追
加
更
正
予
算
に
つ

　
い
て

経
済
委
員
会
に
付
託
分

議
案
四
六
号
専
決
事
項
承
認

　
に
つ
い
て
（
伊
勢
ケ
浜
観
光

彗
垂
詔
＝
≡
≡
躍
「
一
≡
≡
葦
囲
…
＝
「
…
≡
§
≡
≡
≡
謂
≡
＝
§
≡
≡
養
一
≡
≡
§
葦
§
詔
嚢
一
碧
署
§
§
謡
籠
§
藝
蓄
§
藷
富
§
婆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
同
じ
漁
業
者
で
市
内
の
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
わ
が
日
向
市
の
立
場
で
あ
は
賛
成
し
、
隣
町
の
者
は
絶
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
が
、
日
向
市
と
し
て
は
反
対
を
唱
え
る
、
こ
の
矛
屑
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
場
の
誘
致
を
三
途
碓
一
の
光
た
廓
実
を
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ

る
運
び
と
な
り
ま
し
よ
う
。
同
一
県
と
会
社
か
ら
予
定
せ
ら
れ
る
明
と
し
て
お
互
に
苦
猶
し
て
来
　
い
で
し
ょ
う
か
。
色
々
な
解
釈

校
は
旧
校
舎
と
新
校
舎
の
校
地
・
工
場
の
全
ぼ
う
を
一
日
も
早
く
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
四
万
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
私
は
こ

が
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
誰
一
人
と
し
て
誘
致
を
待
ら
れ
を
為
政
者
に
対
す
る
信
頼
の

　欝

T
蕪
齪
灘
騰
羅
灘

私
共
は
市
民
と
共
に
日
向
市
の

漁
業
者
の
幸
福
を
守
っ
て
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
と
同
時
に
県
の
当
局

と
県
議
会
が
門
川
町
を
は
じ
め

県
内
の
漁
業
者
の
幸
福
を
保
証

せ
ら
れ
、
門
川
町
の
漁
業
者
も

そ
れ
を
信
頼
し
、
百
十
万
県
民

一
体
と
な
っ
て
繁
栄
す
る
基
礎

が
一
日
も
早
く
打
ち
蓮
て
ら
れ

る
よ
う
希
盟
し
て
や
ま
な
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
噂
　
　
　
　
ぎ
；
茎
♪
も
8
　
　
　
　
」

道
路
及
児
置
遊
閑
地
敷
地
借
受

議
案
五
七
号
　
日
向
市
耕
地
災

　
害
後
旧
事
業
費
分
担
金
徴
収

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
殖
設
委
員
会
に
付
託
分

議
案
五
八
号
　
日
向
市
都
市
計

　
画
東
部
土
地
区
面
整
理
事
業

　
施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

｝
　
　
　
X
　
　
　
X
●
　
　
X

至
員
協
議
会
で
議
案
四
七
号

講
委
員
会
委
風
の
仔
命
に
つ

【
て
の
審
議
を
午
後
七
時
ま
で

｝い
ま
し
た
が
結
論
に
達
せ
ず

十
三
日
に
審
議
を
続
行
す
る

一
と
に
な
り
敬
会
し
ま
し
た
・

一

教
育
委
員
会
は

》
」
　
」
つ

前
号
で
「
地
方
教
育
行
政
の
組

織
お
よ
び
運
懲
に
関
す
る
法

律
」
の
成
立
に
よ
っ
て
、
教
育

委
員
会
の
制
度
が
改
正
き
れ
る

主
旨
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

本
号
で
は
こ
の
新
し
い
法
禅
の

要
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
0
敏
育
委
員
の
定
数

従
来
都
道
侑
県
は
七
人
、
市
町

村
は
五
人
で
組
織
し
、
そ
の
う

ち
一
人
は
議
会
の
講
員
の
う
至
よ
ぴ
嚢
暴
員
会
の
所
掌
に

か
ら
選
出
さ
れ
て
い
た
の
で
す
一
る
事
項
に
関
す
る
支
出
を
命

が
、
こ
ん
ど
は
一
率
に
五
人
の
｝
す
る
縮
限
が
・
市
町
村
長
の

委
員
で
組
織
す
る
こ
と
に
な
り
㎝
限
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

雛
駿
響
庭
懸
。
離
顯
難
齢
難
…

欝
鶴
騰
旙
騰
鰻
蠣
燃
草

こ
と
に
な
り
ま
し
た
〇
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
委
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま

趣
雛
雛
長
締
號
㎝
鞍

韓
藍
鵜
纒
。
蔽
鞭
難
獅

化
に
関
し
識
見
を
も
つ
て
い
る
　
　
化
さ
れ
た

人
を
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
皿
文
部
大
臣
は
都
道
府
県
ま
た

お
り
、
又
制
限
と
し
て
同
一
政

党
所
属
者
が
委
員
の
過
半
数
を

占
め
る
こ
と
と
な
ら
ぬ
よ
う
に

規
走
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

O
委
員
の
任
期

㈲
四
年
と
す
る
、
但
し
補
欠
委

員
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。
伺
最
初
に
任
命
さ
れ
る
委

員
の
任
期
は
定
数
五
人
の
場
合

二
人
は
四
年
、
一
人
は
三
年
、

一
人
は
二
年
、
一
人
は
一
年
と

し
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
定

め
ま
す
。

O
敏
育
委
員
の
罷
免

任
命
制
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

地
方
公
共
団
体
の
長
は
委
員
の

罷
免
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
要
件
は
①
委
員
に
心
身
の

故
障
が
あ
る
場
合
③
非
行
の
あ

変
わ
る
　
　
靖

0
教
育
憂
は
委
員
か
ら

教
育
長
の
任
命
は
、
市
は
県

育
委
員
会
の
承
認
を
必
要

し
、
な
お
市
町
村
の
輪
育
長

委
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る

と
と
な
り
ま
し
た
。

O
予
算
の
支
出
命
令
は

　
布
町
村
長
の
権
限

予
算
案
、
条
例
案
の
二
本
建

度
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に

教
育
財
産
の
取
碍
お
よ
び
処

の
権
限
、
契
約
の
締
結
権
、

市
町
村
に
対
し
て
、
ま
た
都

府
県
教
委
は
市
町
村
に
対
し

要
な
指
導
、
助
言
ま
た
は
栂

を
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
内

を
例
示
し
て
指
導
機
能
を
強

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

騰
躍
聯
藤
藤
欝

基
本
選
挙
人
名
簿
調
創

　
必
ず
調
査
書
を
／

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

な
い
と
、
あ
ら
ゆ
る
公
職
選
・

に
投
票
す
る
事
が
出
来
ま
せ

こ
の
基
本
選
挙
人
名
簿
は
、
・

年
九
月
十
五
日
現
在
で
、
皆

ん
か
ら
提
議
願
う
「
選
挙
極

格
調
査
書
」
を
基
に
し
て
四

十
κ
月
末
日
ま
で
に
名
簿
を
作
・

し
ま
す
。

調
査
書
は
市
内
の
各
世
帯
に
…

布
さ
れ
ま
す
か
ら
、
注
意
馴
　

を
よ
く
読
ん
で
九
月
十
五
旦
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原
水
爆
禁
止
の
叫
び

　
　
　
　
　
権
現
崎
か
ら
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
一
市
婦
人
団
体
総
会
－

日
向
市
婦
人
団
体
連
絶
協
議
会
㎜
楽
し
い
幕
を
閉
じ
散
会
し
ま
し

総
会
は
九
月
五
日
宰
脇
権
現
崎
，
た
。

港
柱
神
社
境
内
で
開
か
れ
ま
し
市
婦
人
会
員
は
現
在
約
五
千
名

た
が
　
集
っ
た
会
員
約
四
百
五

十
名
、
さ
き
に
東
取
で
開
か
れ

た
全
国
母
親
大
会
に
講
席
し
た

児
玉
一
枝
会
長
は
、
そ
の
報
告

を
か
ね
て
「
原
水
爆
禁
止
は
、

自
分
た
ち
日
本
の
母
親
が
先
ず

県
体
育
大

一
の
大
階
帯
と
な
っ
て
、
大
き
な

｝
組
織
の
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
最
近
急
速
な
成
長
ぷ

［
り
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

爾
当
日
の
五
日
は
、
二
千
六
百

十
六
年
前
、
こ
の
権
現
崎
の
下

を
神
武
天
皇
が
軍
船
団
を
率
い

て
お
舩
出
し
て
行
か
れ
た
日
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

青
年
選
手
き
ま
る

　
　
1
団
体
は
美
々
津
優
勝
1

真
先
に
立
っ
て
叫
び
、
世
界
に
一
日
向
市
雪
丸
団
体
育
大
会
は
月

販
っ
て
訴
え
ね
ば
な
ら
ぬ
、
二
一
月
二
日
旧
蹟
校
庭
で
開
か
れ
・

度
と
再
び
あ
の
悲
惨
事
は
繰
返
胃
年
m
対
抗
で
は
・
笑
々
沖
が

し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
熱
弁
を
ふ
一
優
勝
、
第
二
位
枝
郷
・
第
三
位

る
い
、
全
鼠
盛
ん
な
拍
手
で
禁
…
は
本
郷
で
あ
り
ま
し
た
。

止
署
名
運
動
推
進
を
讐
い
、
市
・
爾
当
日
の
大
会
で
個
人
記
録
の

内
細
島
婦
人
会
な
ど
九
婦
人
会
第
一
位
を
県
体
育
大
会
幽
場
者

代
表
は
次
々
に
単
位
団
体
の
活
一
に
決
定
し
ま
し
た
が
、
出
【
場
避

動
状
況
報
告
を
行
い
、
次
に
地
予
名
と
種
目
名
は
次
の
と
お
り

一
7
5
突
々
津
の
近
藤
会
長
司
会
で
，
で
す
。

；
陸
上
男
満

［血

h
「
四
百
米

疲
運
搬

冷
体
型
に
移
り
・
婦
人
会
の
一
疋
高
跳

在
り
方
、
婦
人
の
自
覚
な
ど
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砲
丸
抄

問
題
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
し

て
、
終
っ
て
各
蕃
人
会
十
八
番
｝
ソ
フ
ト

の
競
演
で
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
一
ボ
ー
ル

世
の
中
は
お
培
い
に
、
Ψ
和

な
社
会
で
あ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
複
雑
な

社
会
機
構
の
下
で
は
、
色
々

な
ζ
と
で
争
い
ご
と
が
起
き

る
こ
と
も
、
ま

た
や
む
を
得
な

6
こ
と
～
思
い

ま
す
。

只
今
、
工
場
誘

致
の
問
題
で
県

漁
迷
と
窟
自
浄
協
と
の
間

に
、
争
い
が
起
き
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
と
て
も
お
ん
い
の

本
能
か
ら
湧
き
起
つ
た
も
の

で
は
な
く
、
刻
一
刻
と
不
思

議
な
磁
石
的
な
魔
力
に
ひ
き

柏目木γ丁
川木村藤

和目明正
人一二、日

枝富木枝
郷高郷郷

宮照黒照八鳳U黒松高
内木木木木木木塗橋
　　　今
藤秀π二希朝二月
男揮川二二容満肇染

鱗””惹㍊襯

花
川
今
朝
光

橋
］
　
保
官

花
田
く
－
朝
光

高
橋
　
月
染

松
納
　
　
寝

黒
木
卿
木
　
二
二

副
木
今
朝
二

つ
け
ら
れ
る
如
く
、
争
い
の

中
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
行
く

原
因
が
あ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
原
因
を
積
み
軍
ね
て
行

き
な
が
ら
、
結
果
た
る
争
い

の
み
を
除
こ
う
と
し
て
努
力

大
乗
的
融
和
を
望
む

福
　
田

実

し
て
も
駄
臼
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。

そ
の
．
原
因
を
除
く
た
め
に
、

お
羨
い
に
そ
の
本
質
を
探
求

し
て
、
お
匿
い
の
心
の
融
和

を
は
か
る
以
外
に
は
な
い
と

　
　
　
日
高

「
陸
上
女
子
」
黒
木
ミ
フ
ジ

高
瀬
藤
子

末
広
　
雷
同

黒
木
ミ
フ
ジ

黒無末高黒宋
木木広瀬木広
　　　　ミ
広栄冨藤フ雷
子子子子ジ乎

蒙”盃”講

涼
風
が
た
ち
初
め
て
爽
か
な
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
暑
い
賀
を

遜
し
て
体
力
の
消
耗
を
来
し
て

い
ま
す
の
で
こ
の
消
耗
を
補
給

す
る
と
と
も
に
、
や
が
て
迎
え

る
寒
冷
の
冬
に
備
え
て
、
冷
い

風
や
三
尉
に
ビ
ク
と
も
せ
ぬ
健

康
体
を
養
う
よ
う
今
か
ら
気
を
が
発
灯
し
沖

つ
け
ま
し
よ
う
。
そ
ζ
で
お
領
導
鮫
ビ
悲

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
力
こ
愚

　
風
邪
や
寝
冷
に
気
を
ハ
轟
選
治
に
ま

　
つ
け
ま
し
よ
う
　
　
よ
り
姐
を
殺

涼
し
く
な
っ
て
も
夏
の
習
慣
そ
り
蝋
の
鞘
生

の
ま
、
に
つ
い
油
断
し
て
鎗
に

気
温
が
下
る
と
き
な
ど
、
風
邪
に
頼
ら
ず
・
蜘

を
引
い
た
り
、
寝
具
を
か
け
ず

に
寝
て
寝
冷
を
し
易
い
も
の
で

す
f
特
に
お
母
様
万
は
寝
具
や

徹
羅
臆
測
鰹
三
曲
　
　
　
激

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
　
重
盗
日
は
『
と
し
寮
の

冷
水
摩
擦
や
乾
布
摩
擦
を
始
め

衛
生
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縣
農

　
　
　
　
　
　
　
　
て
冬
日
飾
翫
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
一
番
よ
い
強
寧
で
す
礁
灘

　　
@　
@　
@　

@
鍵
盤
蹄

　
　
　
　
　
　
　
秋
轄
魔
が
譜
噸
シ

台
風
は
九
月
が
最
盛
期
1

つ
き
て
も
あ
り
て
ぬ
よ
う
に

日
頃
か
ら
考
え
て
お
き
ま
し
禽
う

運
動
会
の
秋
／

　
　
　
　
　
市
内
学
校
の
予
定

い
よ
い
よ
運
動
会
の
季
節
と
な

h
！
ま
し
た
。

市
内
各
小
、
中
学
校
の
計
画
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

思
い
ま
す
。
　
「
す
べ
て
の
争

い
の
繋
囚
は
心
”
か
ら
始
ま

る
」
と
ユ
ネ
ス
コ
哲
学
が
説

い
て
い
ま
す
と
お
り
心
と
心

と
が
相
触
れ
合
っ
て
こ
そ
す

べ
て
の
物
象
が
解
決
し
て
く

乱
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
あ
い

に
お
き
ま
し
て

わ
が
富
島
漁
協

は
県
評
連
の
大

乗
的
融
和
の
心

を
希
書
し
て
お
り
、
本
問
題

が
円
満
に
解
決
き
れ
て
、
心

の
痛
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
窟

び
を
こ
い
願
っ
て
お
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
（
富
島
漁
協
◎
事
）

〇
九
月
二
十
二
日
－
富
島
中
。

〇
九
月
三
十
日
一
実
々
軸
重
、

　
財
光
寺
小
、
岩
脇
中

〇
十
月
七
日
－
雷
高
小
、
塩
見

　
4
　
関
知
盛
観
、
宰
脇
小
、

　
細
島
小
。

〇
十
月
十
四
日
－
平
岩
小
、
美

　
々
津
申
。

近
づ
一
修
学
旅
行

運
三
会
が
終
る
と
修
学
旅
行
が

始
ま
り
ま
す
が
、
教
育
委
員
会

で
は
父
兄
の
皆
さ
ん
に
次
の
こ

と
に
つ
い
て
御
協
力
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
お
み
や
げ
物
の
心
配
や
持
ち

　
物
が
多
く
な
る
と
困
り
ま
す

　
の
で
、
小
づ
か
い
曳
は
各
学

　
校
で
制
限
す
る
こ
と
に
な
つ

　
て
お
り
ま
す
。

O
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、
蔑
別

　
を
与
え
る
こ
と
も
お
互
に
注

　
意
し
て
な
る
べ
く
し
な
い
よ

　
う
に
す
る
こ
と
。

各
学
校
の
日
割
は
次
の
予
定
に

い　
　
　
　
一
’

鋤聾

果
を
あ
げ
る
こ
と
を
工
夫
し

て
、
伝
染
病
の
便
者
を
退
治
し

歯
し
よ
毛
し
か
し
最
少
限
度

の
薬
品
は
要
り
ま
す
か
ら
御
入

国
魂
の
方
は
、
実
費
で
斡
旋
し
ま

㌧
擦

』食

潔
ﾟ
ぎ
飲
み
過
ぎ
に

気
を
つ
げ
ま
し
よ
う

晶
秋
は
食
欲
が
増
す
の
で
、
つ
い

P
糞
韓
過
ぎ
た
り
、
飲
み
過
ぎ

　
　
　
　
を
こ
わ
す
こ
と
が
あ

　
　
　
濯
例
年
九
月
に
入
っ
て

讐
ぜ
鳳
繋
の
伝
染
禦

　
盗
壱
と
か
ら
も
・
こ
の
こ
と

　
　
　
　
す
6
好
時
節
に
お
け

　
擦
刀
の
回
復
も
か
え
っ
て
マ

　
　
、
縫
な
る
よ
う
な
こ
と
に

・
掬
磯
ま
う
注
意
し
ま
し
よ

認馨る
士

な
2
お
黛
煙
撫

△
露
児
島
が
面
恥
　
爾
、

〇
＋
月
五
戸
六
臼
爽
が
藩

〇
六
、
七
日
財
光
守
小
。
㍑
騰

〇
十
一
　
十
篇
日
羽
高
小
。
剤

〇
＋
二
、
±
一
百
塩
見
恋
響
㌧

　
知
屋
小
。

〇
十
九
、
二
十
日
幸
脇
小
6
簿

届△
別
府
方
面

〇
十
月
十
二
、
十
三
日
細
島
小

　
　
…
…
◇
…
…

　
　
　
　
…
…
◇
…
…

　
6 o

二
＋
六
、
二
＋
七
海
糟
》
市
役
所
人
事

劇
務
吏
員
鈴
禾
義
明

　
　
　
　
　
河
内
　
　
武

〃
　
　
　
白
　
　
富
蔵

願
に
依
り
本
書
を
免
ず
る

（
以
上
八
月
三
十
一
目
｝

　　ロロコココココロロロロロロロコロのロココココココココロロコロロ　ロ

　　細島港のにぎわい
　　ロロココロコロロコココ　　ロロコロロココロロココロロコロのの

中国船リン・クオ号（3、260トン）の
木材積込（8月31日，

　
　
響
’
誘
「
　
　
　
ー

ー
　
　
　
一
　
　
　
璽
善
　
・
㌦
り
縮
「
　
㍗

r
　
省
，
F
尋
叢
’
↑
蔑

一
’
　
一
「
【
嵜
義
一
げ

，
噂
し

第
四
次
自
衛
官
募
集

「
募
桑
人
員
」

陸
士
約
七
千
名
。
海
十
三
九

百
名
。
空
士
約
五
百
名
。

「
応
募
資
格
」

昭
和
七
年
三
月
二
日
か
ら
昭

和
十
四
年
三
月
一
日
ま
で
の

出
生
者
。

「
試
験
期
日
」

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
八
日

か
ら
昭
和
三
十
二
隼
一
月
三

十
一
日
ま
で

「
入
隊
期
日
」

陸
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
末

の
二
足
。
海
、
空
、
昭
和
三

十
二
年
五
月
以
降

「
受
付
期
間
」

昭
和
三
十
一
年
九
月
一
口

b
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
十

五
日
ま
で
。

「
応
募
手
続
」

市
役
所
総
務
謙
に
志
願
案
内

と
志
願
票
が
あ
り
ま
す
か
よ

ら
、
記
入
し
て
総
務
課
に
出

し
て
下
さ
い
。

蟄園
20日

繊
98

県
民
手
帳
予
約
募
集

宮
崎
県
統
計
協
会
で
は
、
一
般

的
な
こ
と
は
勿
論
特
に
郷
土
色

聾
か
な
王
乳
の
資
料
記
窮
を
も

つ
た
県
民
手
帳
を
実
費
で
お
分

け
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
は
市

長
室
統
計
係
へ
。

表
紙
上
質
レ
ザ
ー
、
皮
製
。

置
数
　
約
二
四
〇
頁

価
格
レ
ザ
ー
製
七
〇
円
、
皮

　
　
　
尺
一
〇
〇
円
。

申
込
締
切
　
九
月
末
日

難
論
＾
六
月
か
ら
＋
月
中
）
　

蔑

O
＝
一
＝
■
讐
■
錦
嚇
，
；
：
＝

　
り
…

…　
　
　
…

…　
ぐ
㎜

…　
　
　
…

…
…
め
…

…
設
世

羅…市
…

0
9
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

　
　
　
コ

8
一
冨
伽
竃
●
陶
”
3
繭
一
3
喝
B

日
向
市
公
益

質
麗
も
と
富
高
小
学
校

跡
の
南
西
隅
に
市

営
質
塵
が
あ
り
ま

す
。
本
編
一
月
開

設
、
そ
の
後
利
用

者
は
砥
べ
四
四
五

名
、
月
平
均
六
四

名
が
利
用
し
た
こ

と
に
な
り
一
日
平

均
二
人
半
で
、
も

っ
と
市
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

数
字
で
す
。
開
設
後
一
カ
月
位

の
頃
が
一
番
利
用
が
多
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
新
し
く

市
営
が
設
羅
さ
れ
た
珍
ら
し
さ

f
圃
回
回
回

　
　
　
　
　
【
投
　
書
】

　
市
立
図
書
鰭
に
お
ね
が
い

農
業
を
営
ん
で
い
る
関
係
上
仲

々
昼
間
の
暇
が
な
く
、
た
ま
に

出
か
け
る
と
図
書
竃
で
何
か
の

会
議
が
あ
っ
て
見
ら
れ
ず
、
又

図
書
貸
出
寅
員
が
留
守
の
場
合

が
あ
る
。
何
の
た
め
図
腰
迎
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
と
き
き

た
く
な
り
ま
す
。

私
の
希
望
は
夜
間
も
貸
出
で
き

る
よ
う
に
し
て
貰
い
た
い
。
市

の
財
政
が
臥
し
い
事
は
承
知
し

て
い
ま
す
が
、
一
人
位
の
手
当

は
何
と
か
出
せ
ぬ
こ
と
は
な
い

と
思
う
。

　
　
　
　
（
亀
崎
　
黒
木
生
）

【
回
答
】
　
　
戸
田
教
脅
長

夜
間
貸
出
を
実
施
し
て
呉
れ
と

の
と
こ
。
増
員
は
現
状
で
は
望

め
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
あ
な
た
の

よ
う
な
有
志
相
は
か
り
、
代
表

者
が
十
冊
な
り
二
十
冊
な
り
共

同
貸
出
し
を
う
け
ら
れ
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
利
用
法

を
、
お
す
～
め
致
し
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
の
十
分
の
利
用

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

多
数
の
要
望
に
こ
た
え
て
日
曜

開
館
し
そ
の
代
り
、
月
病
休
ま

し
て
い
ま
す
、
こ
の
点
お
含
み

お
き
下
さ
い
。

　
O
お
断
り

前
弓
で
、
市
職
員
採
用
試
験
の

結
果
発
衷
の
記
事
中
、
試
験
問

題
も
発
表
し
国
語
と
社
会
の
部

を
載
せ
て
数
学
、
作
文
は
次
号

に
発
表
す
る
よ
う
お
約
束
し
ま

し
た
が
、
都
合
で
と
り
や
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
作
文
の
出

題
は
「
恩
師
に
近
況
を
報
ず
る

手
紙
」
で
し
た
。
　
　
（
係
》

」
き
k

も
浄
つ
た

で
し
ょ

う
。
市
宮

な
ら
高
く

貸
し
て
く

れ
る
だ
ろ

う
、
と
思

っ
た
人
も

あ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　　　　　　　　　　、四　メ

纏不悉蟻叢
㌧
沸

　
へ
　
く
お

～
撃押
滋

　
ξ
餐

漣
奏
ζ

　
　
　
　
聚
へ
蔑

新
町
に
は

民
間
の
営
叩
蕊

業
質
匿
が

　
　
　
　
　
ピ
駕

こ
の
周
辺
照
灘
難

六
軒
も
あ
り
ま
す
。
市
営
質
屋

を
利
用
す
る
人
の
約
三
割
は
い

わ
ゆ
る
常
連
で
、
あ
ち
こ
ち
の

質
屋
を
歴
訪
し
て
、
最
も
都
合

よ
く
貸
し
て
く
れ
る
所
に
入
れ

る
人
々
で
営
業
質
屋
の
経
欄
験

者
。
七
割
位
は
初
め
て
の
人
ら

し
い
ウ
ブ
？
な
人
で
、
入
口
の

前
を
行
っ
た
り
来
た
り
、
ち
よ

つ
と
考
え
て
か
ら
入
っ
て
く
る

と
い
う
人
々
。

公
営
の
立
派
な
金
融
機
関
で
あ

っ
て
金
を
構
り
る
の
に
何
の
気

が
ひ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ

う
か
？
気
廣
く
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。
と
も
角
、

初
め
て
ら
し
い
人
が
七
割
も
占

㎝一O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

め
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
常
に
｝
も
質
流
れ
を
売
却
し
た
金
額

対
す
る
儒
一
三
か
ら
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
。
市
営
を
利
用

す
る
市
民
は
、
大
休
皆
簿
良
な

る
市
民
と
み
て
よ
い
、
何
故
な

ら
薪
察
の
事
桝
に
関
係
の
あ
っ

た
入
質
は
今
ま
で
幟
か
に
二
桝

で
す
。
本
当
に
生
活
困
窮
の
人

は
三
割
位
の
も
の
で
、
七
割
は

臨
時
入
費
や
生
活
計
画
の
ま
ず

い
た
め
と
み
て
は
い
け
な
い
だ

ろ
う
か
。
面
白
い
の
は
、
女
の

人
が
自
分
の
持
ち
物
ら
し
い
品

を
全
部
持
ち
込
む
の
は
離
婚
す

る
女
性
で
（
男
に
自
分
の
持
ち

物
は
取
ら
れ
な
い
た
め
と
、
一

時
の
禽
庫
に
利
用
す
る
考
え
も

あ
る
）
、
腕
時
計
な
ど
を
ち
よ

つ
と
置
く
の
は
酒
代
不
足
に
囲

っ
た
人
ら
し
い
？

七
月
末
日
現
在
の
在
庵
金
額
、

即
ち
貸
付
け
て
い
る
金
額
は
約

五
十
四
万
円
、
そ
の
質
物
の
倉

庫
を
み
る
と
、
様
々
な
品
物
が

丁
寧
に
ハ
ト
ロ
ン
紙
で
包
ま
れ

棚
に
ず
ら
り
と
並
べ
て
あ
る
。

ナ
フ
タ
リ
ン
唱
い
の
は
、
預
り

品
に
虫
が
つ
か
ぬ
た
め
。
申
に

は
随
分
変
っ
た
品
も
あ
る
。
オ

デ
ン
釜
、
パ
ン
焼
器
、
山
師
の

大
鋸
、
大
な
た
、
な
ど
。

市
営
質
屋
の
経
営
は
赤
字
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
警
で
す
。

七
月
末
日
の
利
息
の
収
入
は
一

万
三
千
四
百
五
十
円
で
、
職
員

一
名
を
置
く
人
件
費
に
も
不

す
る
収
入
で
す
。

こ
れ
は
貸
付
利
息
が
一
カ
月

円
に
対
し
三
円
、
半
月
の
と

は
一
円
五
十
曳
の
率
で
ず

ら
。
民
間
の
営
石
質
農
の
場

を
調
べ
ま
す
と
、
百
円
に
対

九
円
の
利
息
で
、
そ
し
て
半

で
も
一
カ
月
の
利
“
息
剛
が
と

て
い
る
よ
う
で
す
。

三
分
の
一
の
利
息
で
す
か
ら

利
用
度
の
ま
だ
少
な
い
現
在

字
が
当
然
で
、
そ
れ
だ
け
市

の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い

訳
で
す
。
質
流
れ
の
期
限
も

間
が
三
カ
月
に
対
し
市
営
は

臨
月
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

元
利
金
と
手
数
料
を
差
引
い

爾
残
余
金
が
あ
る
場
合
は
、

闇
主
、
即
ち
品
物
の
持
ち
主

あ
っ
た
人
に
そ
れ
を
返
し
て

げ
る
仕
組
に
な
っ
て
お
り
鴬

質
屋
の
場
合
は
そ
の
残
余
金

も
う
け
に
な
る
の
と
は
、
大

に
違
っ
て
い
ま
す
。
市
営
質

は
あ
く
ま
で
市
民
の
厚
生
の

め
の
施
設
で
あ
り
、
又
個
人

秘
密
は
か
た
く
守
る
こ
と
は

間
の
場
合
と
何
ら
変
り
あ
り

せ
ん
。
質
流
れ
の
期
限
が
す

て
も
、
延
期
を
申
込
ま
れ
～
一

出
来
る
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世
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と
に
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す
。
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長
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郎
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日
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記
念
剣
道
大
会

催
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
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お
こ
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か
・
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島
八
幡
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大
僑
サ
チ
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ん

富
中
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年
目
興
椙
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才
）
星
山
ム
み
子
さ
ん
（
窟

二
年
）
は
、
荘
内
町
の
幸
子

ん
四
人
妨
弟
（
八
月
二
十
七

両
親
の
な
い
淋
し
さ
と
、
貧

い
生
活
筈
に
耐
え
か
ね
心
中

は
か
っ
た
痛
ま
し
い
事
件
の

つ
た
》
に
、
お
盆
に
三
つ
忙

小
づ
か
い
を
全
部
贈
り
ま
し
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